
●香川県の公立高校入試は，自己推薦選抜と一般選抜の２回あります。

●出願は，原則１校に限ります。
ただし，一般選抜において２以上の小学科がある場合は，第１志望の小学科の他に，

他のすべての小学科から第２志望を選択することが出来ます。

●一般選抜において，普通科と理数科の通学区は，原則として第１学区・第２学区に分
かれています。 なお，小豆島中央高校は全県募集のため，学区はありません。

香川県 公立高校の入試制度

選抜概要

●各学校の提示する「求める生徒像」を満たし，合格した場合は入学する意思が確実で
ある受検者が対象の選抜です。

●募集人員は各学校により決定します。2026年度は，募集定員の５～50%の割合で
設定され，うち普通科及び理数科の他学区からの合格者数は募集人員の５％を上限とし
ています。また，県外からの通学者又は県内への転居者の合格者の上限人数は，各学校
により定められます。

●選抜資料

●上記の資料を用いて，各学校の教育を受けるに足る能力・適性等を総合的に判定し，
入学者の選抜を行います。

自己推薦選抜

【2026年度版】

合格発表日入試日志願変更出願期間
2/10(火)2/3(火)−1/22(木)･23(金)自己推薦
3/19(木)3/10(火)･11(水)2/19(木)〜24(火)2/16(月) ･17(火)一般

①総合問題…各教科で学習したことを互いに関連付けて考える力や，
それを表現する力を問う。国語・数学・英語の３教科（計45分）
②作文…内容及び時間は，実施する学校・学科の特性に応じて定める。
③適性検査…各学校の適性に応じた内容の検査を行う。
④その他…自己ＰＲ書の「求める生徒像の該当項目」に応じた自己ＰＲと
それに基づく質問。
◆上記のうち，どの検査を行うかは各学校により決定される。

検査

志願者全員に面接を実施する。面接

学習の記録（評定）の他，特別活動の記録などの記載及びその他の資料に
ついても十分尊重する。

調査書

・自己ＰＲ書（志願者全員，出願時に提出）
・音楽科適性検査選択課題選択届出書（音楽科の入学志願者に限る）

その他



●志願変更：出願した学校，課程，学科を１回に限り変更することが出来ます。

●募集人員は，募集定員から自己推薦選抜及び併設型選抜の合格者を減じた人数です。
また，県外からの通学者又は県内への転居者の合格者の上限人数は，各学校により定め
られます。

●選抜資料

一般選抜①

●選抜方法

①調査書の学習の記録の評価は220点満点。（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
≪内訳≫Ａ：１・２年の９教科の評定の合計＝90点満点

Ｂ：３年の９科の評定の合計×２＝90点満点
Ｃ：３年の音楽，美術，保健体育，技術・家庭の評定の合計×２＝40点満点

②学力検査は各50点×5＝250点満点。

①②それぞれの合計得点を素点として，「５段階法による人数配分表」を基準とし，該
当学科の志望者をそれぞれ５段階に区分します。区分された段階のうち，学習の記録の
段階は縦軸に，学力検査の段階は横軸にとって，相関表を作成して学力の判定を行いま
す。

上記から算出された学力判定の結果，その他の選抜資料に基づいて，各学校の教育を
受けるに足る能力・適性等を総合的に考慮し，入学定員の範囲内で合格者を内定します。

※ただし，当該大学科において，第２志望者がある時は，まず，入学定員の90％に当
たる人数を上記方法で第１志望者から選抜し，第１次の合格者とします。

次に，残りにあたる人員を，同じ方法で合格者に含まれなかった第１志望者と第２志
望者のうちから選抜し，第２次合格者を決定します。

最終的に，第１次の合格者に第２次の合格者を加えて，全体の合格者とします。
（大学科内に２つ以上の小学科がある場合は，割合と手順が異なります。）

一般選抜②

国語・社会・数学・理科・英語（各50分・各50点）学力検査

学科の適性に応じた内容の検査を行う。
・美術科等適性検査（美術科系学科の入学志望者に限る）
・音楽科適性検査（音楽科の入学志望者に限る）

適性検査

志願者全員に面接を実施する。面接

学習の記録（評定）の他，特別活動の記録などの記載及びその他の資
料についても十分尊重する。

調査書

・音楽科適性検査選択課題選択届出書（音楽科の入学志願者に限る）その他

※詳細は教育委員会の資料でご確認ください。


